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１６文科初第１３２１号

平成１７年３月３１日

文部科学省初等中等教育局長

銭 谷 眞 美

各都道府県・指定都市教育委月会

各 都 道 府 県 知 事

各 指 定 都 市 市 長

附属学校を置く各国立大学法入学長

殿

学校教育法施行規則の一部を改正する省令等について（通知）

このたび、別添のとおり 「学校教育法施行規則の一部を改正する省令 （平成１７年文部、 」

科学省令第１６号）及び「高等学校学習指導要領の一部を改正する告示 （平成１７年文部」

科学省告示第５３号）が平成１７年３月３１日に公布され、平成１７年４月１日から施行さ

れることとなりました。

今回の改正は、

① 高等学校において学校外学修により認定できる単位数等の上限を、従来の２０単位か

ら３６単位に拡大すること

② 高等学校卒業程度認定試験の合格科目に係る学修について、高等学校における科目の

履修とみなし単位を与えることができることとすること

③ 地方公共団体の新設に伴う学校の設置者変更の手続について、規定の整備を図ること

などを行うものです。

これらの改正の趣旨、内容及び留意点は、下記のとおりですので、十分御了知いただくよ

うお願いします。

また、各都道府県教育委員会におかれては、所管の学校及び域内の市町村に、各都道府県

知事におかれては、所轄の学校及び学校法人に対して、このことを十分周知されるようお願

いします。

記

第１ 改正の趣旨

今回の改正は、次の２点を趣旨として行うものである。

(1) 高等学校の生徒の能力・適性、興味・関心等の多様化の実態を踏まえ、生徒の在学する
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高等学校での学習の成果に加えて、生徒の在学する高等学校以外の場における体験的な活

動等の成果について、より幅広く評価できるようにすることを通じて、高等学校教育の一

層の充実を図ること。

(2) 近年、市町村合併が急増していることにかんがみ、新たに設置される地方公共団体に学

校の設置者を変更する場合の手続について、規定の整備を図ること。

第２ 改正の内容

１ 学校外学修により認定できる単位数等の上限の拡大について

(1) 高等学校においては、①学校教育法施行規則（以下「省令」という ）第６３条の。

３の規定に基づき、校長は、生徒が他の高等学校等で修得した一部科目の単位につい

て、当該生徒の在学する高等学校の卒業に必要な単位数のうちに加えることができる

こと、②省令第６３条の４の規定に基づき、校長は、生徒が学校外において行った学

修について、当該生徒の在学する高等学校の科目の履修とみなし単位を与えることが

できることとされている。

これらの単位数については、省令第６３条の５の規定により、上記の①と②の合計

、 、 、数が２０単位を超えないものとされていたが 今回の改正により この上限を拡大し

①と②の合計数が３６単位を超えないものとした （省令第６３条の５関係）。

(2) この規定は、中等教育学枚後期課程並びに盲学校、聾学校及び養護学校高等部につ

いても準用することとした （省令第６５条の１０第３項、第７３条の１６第５項関。

係）

２ 高等学校卒業程度認定試験の合格科目に係る学修の単位認定等について

(1) 従来、高等学校の定時制課程及び通信制課程に在学する生徒については、大学入学

資格検定の受検が認められるとともに、高等学校学習指導要領の規定により、入学前

又は在学中の大学入学資格検定の合格科目について、それに相当する高等学校の科目

の単位として認定することができることとされていた。

平成１７年度から、従来の大学入学資格検定に代わり高等学校卒業程度認定試験が

導入されるとともに、従来の大学入学資格検定と異なり、高等学校の全日制課程に在

学する生徒にもその受験が認められることとなった。

これらのことを踏まえ、全日制課程、定時制課程及び通信制課程の別を問わず、高

等学校の生徒が、在学中又は入学する前に高等学校卒業程度認定試験規則（平成１７

年文部科学省令第１号）の定めるところにより合格点を得た試験科目に係る学修につ

、 、 、いて 生徒が在学する高等学校の校長は 当該高等学校における科目の履修とみなし

当該科目の単位を与えることができることについて、省令で規定することとした。ま

た、旧大学入学資格検定に合格した科目についても同様の取り扱いとした （省令第。

６３条の６第１号関係）

(2) 高等学校の別科において、高等学校学習指導要領に定めるところに準じて修得した

科目を、それに相当する高等学枚の科目の単位を修得したものとみなすことができる

ことについては、従来、高等学校学習指導要領に規定されていたが、今回これを省令

で規定することとした （省令第６３条の６第２号関係）。
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、 。(3) 上記(1)及び(2)の省令改正に伴い 高等学校学習指導要領の関係規定を削除した

（高等学校学習指導要領第１章第７款の４及び５）

(4) 上記(1)及び(2)の改正に係る規定は、中等教育学校後期課程並びに盲学校、聾学

。（ 、校及び養護学校高等部についても準用することとした 省令第６５条の１０第３項

第７３条の１６第５項関係）

３ 地方公共団体の新設に伴う学枚の設置者変更手続の整備について

(1) 学校の設置者変更を行おうとする場合の認可の申請又は届出について、設置者変

更に関係する地方公共団体（公立大学法人を含む。以下同じ ）の連署を要すること。

とされているが、新たに設置者となろうとする者が合併等により新設される地方公

共団体である場合は、当該新設地方公共団体の連署を要しないこととした （省令第。

７条の６関係）

(2) 上記(1)に伴い、同じ内容を規定している現行第２項を削除した。

第３ 留意事項

１ 第２の１及び２の制度の活用に当たっては 「学校教育法施行規則の一部を改正する、

省令等について（平成１０年３月３１日付け文初高第２０２号文部省初等中等教育局長

通知 」の内容に十分留意しつつ、各学校において、当該学修が教育上有益と認められ）

るか、単位認定の対象となる科目が当該高等学校の教育課程の全体からみて適切である

か等について判断する必要があること。

２ 第２の３の(2)に掲げる省令第７条の６第２項の削除は、第１項の改正に伴う形式的

な整備であり、地方公共面体の設置する大学の設置者を、当該地方公共団仕が新たに

設立する公立大学法人に変更する場合の手続については、今回の改正前と変わらない

ものであること。
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平成１７年４月現在学校設定教科・科目一覧

標準単位数 標準単位数教 科 名 学校設定科目名 教 科 名 学校設定科目名

国 語 百人一首の世界 １～２ 理 科 生物研究 ２
評論研究 ２～４ 生活の科学 ３
小説研究 １～２
創作国語 １～２ 保 健 体 育 生涯スポーツ ２～３
小論文研究 １ 健康科学 ２～４
文章表現 ２ 発展体育Ⅰ ４～６
文学研究 ２ 発展体育Ⅱ ４～６
現代語 ２ 地域と体育 ２
実用国語 ２ １～２レ ク レ ー シ ョ ン ス ポ ー ツ
国語教養 ２ スポーツＡ ２
国語基礎 ３ スポーツＢ ２
古典研究 ３ トレーニング １～４
古典読解 ２ エアロビクス ２
アイヌ文学研究 ２ スポーツＣ ２
漢文講読 ２ スポーツ科学 ２
作品講読 ２ 地域とスポーツ ４
国語一般 ４ トレーニング学 ２

トレーニング実習 ２
地域研究 １～２ トレーニング演習 ２地 理 歴 史

１～２日本文化
１～２ 芸 術 ペン習字 １～２現代史
２ 第九 １～２日本と世界
２ 陶芸 １～２北海道学
２ ＤＴＭ ２～４観光地理
２ 総合芸術 ３地域調査
１ 演奏に親しむ ２～４文化研究
２ 色彩に親しむ ２～４世界史研究
２ 造形 ２～４十勝学

書に親しむ ２～４
生活の書 ２

公 民 教養・社会科学 ２ 創作音楽 ２
社会教養 ２ 仮名の書 ２～４
時事問題研究 １～２ 篆刻 ２
基礎社会 １ ライフアート １～２

１～２レ ク レ ー シ ョ ン ク ラ フ ト
数 学 生活の数学 １～２ １～２レ ク レ ー シ ョ ン ミ ュ ー ジ ッ ク

数学課題探求 ２ かな書道 ２
実用数学 ２ 近代詩文書 ２
高校数学入門 ２ 生涯芸術基礎 ３
ビジネスと数学 ２ 刻字 ２～４
ＢＳ数学 １ 漢字かな交じりの書 １
数学研究Ⅰ ２ 伝統音楽 ２
数学研究Ⅱ ２ ＤＴＭⅠ ２

書道演習 ２
理 科 科学史 １～２ 楽器演奏法基礎 ２

北海道の自然 １～２ 音楽表現 ２
気象 １～２ 音楽リズム ２
天文 １～２ 音楽実技 ２
理科の実験 ２ 書道表現 ２
免疫基礎 １ 工芸表現 ２
環境教育 ２ 美術表現 ２
自然科学入門 ２
根室と自然 ２ 外 国 語 ロシア語 ４～６
応用科学 ２ 中国語 ４～６
地域と自然 ２ ハングル ４～６
生命科学 ３ 日本語 ２～６
地球環境 ３ 応用英語 ２
知床自然概論 ２ 実用英語 ２
生活と物理 ２ カナダ研究Ⅰ ２
化学研究 ２ カナダ研究Ⅱ ２



-H17資料 5 -

標準単位数 標準単位数教 科 名 学校設定科目名 教 科 名 学校設定科目名

外 国 語 英会話 ２ 農 業 基礎微生物Ⅰ ２
リスニングⅠ １ 乳牛 ２
ビジネスと英語 ２ 畜産科学 ６
ＢＳ英語 １ 飼料科学 ５
リスニングⅡ １ 家庭菜園 ２
英語音声表現 ２ 農業福祉 ２
創作英語 ２ 野菜基礎 ３
英語アドバンスト ２ 草花基礎 ３
英語ベーシック ２ 農業経済概論 ２

２ 食品科学基礎 ２ブラッシュアップイングリッシュＡ

２ 生産科学 ２～３カレントイングリッシュＡ

フランス語 ２ 農業マネージメント ２
外国事情 ２ 農業機械利用 ２
英語講読 ３ 食品流通基礎 ２
英語構文 ３ 畜産技術 ２
英語講読Ⅰ ３ 果樹活用 ２
英語講読Ⅱ ２ 生活作物 ３
総合英語講読 ２ 園芸作物 ２

造園基礎 ２
農 業 生物工学 ２～４ 草花利用 ２

緑地環境 ２～４ 経営情報 ２
生活科学 ２～４ 食品加工 ３
園芸デザイン ２～４ 草花活用 ２～６
地形計測 ２～４ 森林育成 ７
環境農業土木 ２～８ 資源活用 ３
環境科学入門 ２ 蕎麦 １
農業・農村ライフ ２～４ 農業簿記 ２
森林空間利用 ２ 微生物基礎実習 ２
農業生物活用 ６ 植物バイオ ２
農産食品衛生 ５ 動物バイオ ２
農畜産物生産 ４ 森林情報解析Ⅰ ２
農業数理 １～２ 農業数学 ２
農業土木実習 １ 森林管理 ５
森林実習 １ 畜産環境 ２
森林測量 ４ 生物環境 ２
生活園芸 ２ 生物培養 ２
畜産Ⅰ ２ 施設園芸 ２
森林情報解析Ⅱ ２ 森林環境 ３
食品衛生管理 ２ 森林資源活用 ３
飼料 ４ フラワーデザイン ２
畜産活用 ２ 酪農Ⅲ ４
畜産物製造 ２ 製品開発 ２
測量士（補） ３ 食品製造機器 ２
造園施工 ２ 造園技能 ２
森林工学 ３ 飼料作物 ２
森林総合利用 ２ 水稲 ３
農業経済基礎 ２～４ 土壌肥料 ２
畜産基礎 ４ 社会基盤工学 ２
測量技術 ４ 造園緑化材料 ２
食物デザイン ４ 生産流通 ２
畜産概論 ２ 基礎微生物Ⅱ ２
食品加工入門 ２ 草花基礎Ⅰ ２
農業機械整備実習 ２ 環境システム ３
酪農Ⅰ ２ 品質管理 ２
酪農Ⅱ ３ 農業システム ２
危険物概論 ２ 環境管理 ２
食品販売 ２ 農業土木施工利用 ２
応用微生物 ２～４ 農地農村環境 ２
作物生産 ４～７ 農業環境科学 ２
農業機械基礎 ２～６ 環境農業 ２
野菜園芸 ４ 作物作業機械 ２
蔬菜園芸 ３ 機械利用 ２
乳製品加工 ２ 馬学 ６
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標準単位数 標準単位数教 科 名 学校設定科目名 教 科 名 学校設定科目名

農 業 馬利用学 ６ 商 業 コンシューマファイナンス ３
畜産作業機械 ２ ビジネス講座 ３
環境水利 ３ 商業計算 ２
畜産加工 ３ 簿記会計 ２
森林科学利用 ２ コンピュータ技術 ３
生物利用 ２ ２コンピュータグラフィックス研究

アグリビジネス ２ システム開発 ３
畑作園芸 ３ プログラミング研究 ２
農業土木設計Ⅰ ２ マルチメディア ３

電卓応用計算 ２
工 業 建設機械Ⅰ ２～４ ホテル実務 ２～４

建設機械Ⅱ ２～４ プロモーション ３
建設基礎 ２～４ ４システムアドミニストレータ
メタルクラフト ２～４ ２エンドユーザコンピューティング
ＣＧデザイン ２ ビジネス知識 ４
制御技術 ２ ビジネス応用 ３
環境工学 ２ 国際事情 ２
デジタルコミュニケーション ２ 原価計算演習 ２
地域産業と化学 ２ ネットワーク基礎 ２～５
有機化学 ２ ﾋﾞ ｼ ﾞ ﾈ ｽ ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ ３
造園基礎 ２ システム設計 ２
ＣＡＤ演習 ２ 職場環境 ２
建築応用学 ２ プログラミング実習 ２
生活と化学技術 ２ 情報管理 ３
環境土木工学 ２ ﾋﾞｼﾞﾈｽｺﾝﾋﾟｭｰﾃｨﾝｸﾞ ３
土木応用演習 ２ ﾋﾞｼﾞﾈｽｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ ４
電気施工技術 ２ ネットワークシステム ２
交通環境 ２ ﾈ ｯ ﾄ ﾜ ｰ ｸ ﾏ ﾈ ｰ ｼ ﾞ ﾒ ﾝ ﾄ ３
企業実習 ２ 商品プロモーション ２

キャリアサポート ３
商 業 ３～６ プレゼンテーション ２オ フ ィ ス オ ー ト メ ー シ ョ ン

観光一般 ２～４
観光法規 ２～４ 工業及び商業 コンピュータ基礎 ３～６
旅行業務 ４～６
広告 ２～４ 水 産 海洋工学 ２～６

２～５ 水産食品栄養 ２～４オ ペ レ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム
２～４ 水産食品実務 ２コ ン ピ ュ ー タ グ ラ フ ィ ッ ク

デザイン実習 ２～５ ２～４マリンバイオテクノロジー
データベース ２～５ 基礎微生物 ４
秘書実務 ２～４ 食品サイエンス ２～４
市場調査 ２～４ 品質管理 ６
簿記演習 ２～４ 水産食品環境科学 ２～４
文書処理演習 ２～４ 通信英語 ２～４

２～４ 応用微生物 ３コ ン ピ ュ ー タ ネ ッ ト ワ ー ク
ビジネス実務 ２～４ 食品トレーサビリティ ２
情報基礎 ２～４
ビジネス情報基礎 ２～６ 家 庭 生活デザイン ２～６
原価管理 ２～４ 生活教養 ２～４
ソフトウェア基礎 ２ ライフデザイン １～２
商品開発 ３ 被服技術と理論 １
ビ ジ ネ ス マ ナ ー ２～４ アパレルＣＡＤ ３～４

２～５ 生活福祉基礎 ２ア プ リ ケ ー シ ョ ン ソ フ ト
オフィスワーク ３ 生活と人権 ２
基礎ビジネス ３ 生活科学 ３
画像処理 ２～４ 生活福祉デザイン ２
パソコン組立 ２ 食物 ３
観光実践 ２～４ 手芸 ２
情報と社会 ２ 保育介護 ６
コンピュータ会計 ２ くらしと食物 １
電卓基礎計算 ２ 食物研究Ⅰ ２
ビジネス国際 ３ 食物研究Ⅱ ２
技術商業 ３ 生活福祉実習 ２
デザイン文書 ２ 羊と織物 ２
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標準単位数教 科 名 学校設定科目名

看 護 看護総合演習 ２～５

情 報 Ｗebデザイン ２
情報機器概論 １

福 祉 老人介護 ２～４
福祉と情報 ２
福祉と健康科学 ２～４
健康福祉 １
形態別介護技術 ２
福祉介護基礎 ３
福祉概論 ２

理 数 環境科学 ２～３
郷土の自然 １～２
情報数学 ２～４
環境保護 ２
環境情報処理 ３
野外活動 ２
湿原の科学 ２
環境研究 ４

工 芸 工芸概論 ２～４
工芸史 ２～４
基礎造形 ２～４
工芸基礎 ２～６
工芸製作Ⅰ ４～６
工芸製作Ⅱ ４～６
工芸製作Ⅲ ４～６
工芸製作Ⅳ ４～６
図法・製図 ２～６
生活工芸 ２
生産工芸 ４
加工技術 １
インテリア工芸 ２
基礎美術 １
生活美術 ２
総合美術 ４
環境工芸 ４

体 育 専攻体育 ２
リズム運動 ２

英 語 プレゼンテーション ３
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標準単位数学校設定教科名 当該教科に関する科目

産 業 社 会 産業社会と人間 ２～６

国 際 理 解 国際教養 １～２
比較文化 １～２
国際ボランティア基礎 １～２
外国文学 ２
外国映画と文化 ２～４
隣国コミュニケーション ２

総 合 課題研究 ２～４
沼田の歴史と文化 ３
アウトドア基礎 ２
「大雪」基礎 ３
サイエンスアプローチ １
ベーシックスタディ ２
ボランティア １～４


